





































































　御息所の、( ３) 御身の苦しうなりたまふらむありさま、いかなる ( ４) 煙の中
にまどひたまふらむ、亡き影にても、人に疎まれたてまつりたまふ御名のりなど
の出で来にけること、かの院にはいみじう隠したまひけるを、おのづから人の口
さがなくて伝へ聞こしめしける後、いと ( ５) 悲しういみじくて、なべての世の



























































































⑤みづからだにその炎を冷ましはべりにしがな ( 鈴虫④三八八頁 )



























































篝火にたちそふ恋の煙こそ世には絶えせぬ炎なりけれ ( 篝火 )































































 ( 葵②二四頁 )
ｂ、袖ぬるるこひぢとかつは知りながら下り立つ田子のみづからぞうき
 ( 葵②三五頁 )
・なげきわび空に乱るるわが魂を結びとどめよしたがひのつま　　　( 葵②四〇 )








 ( 須磨②一九四頁 )
ｆ、伊勢島や潮干の潟にあさりてもいふかひなきはわがみなりけり
 ( 須磨②一九四頁 )
・わが身こそあらぬさまなれそれながらそらおぼれする君は君なり














































































典文学全集 ( 小学館 ) により、和歌については、『新編国歌大観』による。
２ 鈴木日出男『源氏物語虚構論』第六編第五章「柏木の死後」
 ( 東京大学出版会、二〇〇三年 )。
３ 『花鳥余情』の本文は『松永本　花鳥餘情』
( 伊井春樹編　源氏物語古注集成第一巻　桜楓社１９７８年 ) による。
４ 『孟津抄』の本文は、野村精一編『源氏物語古注集成』第五巻 ( 桜楓社、一九八一年 ) による。
５ 中村元著『広説仏教語大辞典』( 東京書籍、二〇〇一年 )。






　本稿は、名古屋平安文学研究会 2007 年 6 月例会発表「みづからぞうき考―『源氏物語』
六条御息所と「水」の表現―」の一部をもととしている。
